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３　 暮らす、生きる。阿智家族

４　 認定地域資源と案内人登録の申請が始まります

５　 土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定について

６　 平成27年度の国民健康保険税、平成26年度の税率を据え置き

７　 介護保険負担割合証を送付しました
　　   平成２７年７月から障害者総合支援法の
　　   対象難病が拡大します

８　 阿智村消防技術大会の結果について
　　 飯伊消防技術大会の結果について

９　 阿智村未婚者支援事業 阿智村であいプロジェクト

１０　 集団健診のお知らせ

１１　 あち健康プラン21が完成しました！
　　  今年も健康全員常会を行います

１２　 こんにちは地域包括支援センターですNo.１６

１３　 阿智高だより（No.４６）

１４　 フォト・リポート

１６　 戸籍の窓　電源立地地域対策交付金事業

－平成27年７月号－

阿智村長　熊　谷　秀　樹
　７月９日に、当村の名誉村民であるGOKOカメラ㈱会長の後藤正さんの講演会が開催されまし
た。後藤さんは1926年駒場に生まれ、27歳の時東京で現会社の前身「三星光機㈱」を設立、持ち前
の研究熱心さで「８ミリ映画用編集機」で世界市場85％のシェア獲得、そしてコンパクトカメラで
は生産量世界一。大成功をおさめた大先輩の話は、ご自身の人生のあゆみと、ふるさと阿智村に対
する切実な想いの中で、我々は自分達が住む処に誇りを持ち、悔いのないよう生きる事など非常に
参考になりました。
　又、７月18、19日とこちらも名誉村民の橋上好郎先生が提唱し始まった生涯野球が、全国から第
一線で活躍している往年の名プレイヤー19チームが参加し行われる予定です。今回で12回目。先生
の昼神や阿智村の観光が潤うようにとの想いから始まった大きな大会です。阿智村の名誉村民は現
在８名。天国からも遠くからも私達の姿を見てくれています。大先輩の皆さんが築いてくれた今の
素晴らしい阿智村を、私達は守り、さらに発展させ、確実に後世に伝えて参りたいと思っています。

（7／10執筆）

－ 名誉村民の皆さんのふるさとに対する想い－

○表紙の写真

　環境省の「星が最も輝いて見える場所」に
認定されたことを受け、星空をテーマに村ぐ
るみの観光振興、継続的な地域ブランド構築
の取り組みが行われています。
　里帰りしたご家族と一緒に参加してはいか
がでしょうか。
　スタービレッジ阿智誘客促進協議会は、７
日七夕の日にサンリオと協定を結び、人気
キャラクターの「キキ＆ララ」を親善大使に
任命しました。
　今後はイベントなどに参加し、一層の観光
客の呼び込みが期待されます。

ＰＳ　後藤正さんの生涯や後藤家の歴史を展示してある
資料館が、駒場殿村酒店さん前にオープンしまし
た。是非ご覧下さい。

名誉村民（敬称略）
　清水一雄、山本慈昭、熊谷元一、原　隆夫、　
　橋上好郎、後藤　正、山口幸直後藤正会長と資料館内８ミリフィルム編集機



ポスターを４種類作成しました。村内外で
掲示、イベントなどで配布予定です。

阿智村役場　協働活動推進課　定住促進係
〒395−0303　 長野県下伊那郡阿智村駒場483
☎0265−43−2220（内線513）
http://www.vill.achi.nagano.jp

定住促進制度リーフレット
　定住促進に関する制度をま
とめたリーフレットを作成
しました。
　阿智村役場　定住促進係
で配布しています。
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土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
土
災
害
特
別
警

戒
区
域
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
き

指
定
す
る
区
域
で
、
土
砂
災
害
に
よ
り
被

害
を
う
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
県
が

調
査
し
、
指
定
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日

付
け
に
て
阿
智
地
区
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
（
土
石
流
・
急
傾
斜
地
の
崩
壊
）
の

指
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
清
内
路
地
区
、
浪
合
地
区
に
つ

い
て
も
順
次
指
定
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
六
月
下
旬
か
ら

「
地
す
べ
り
」に
対
す
る
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
全
村
に
「
土
石
流
」「
急
傾
斜
地

の
崩
壊
」「
地
す
べ
り
」
に
関
す
る
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
の
指
定
が
さ
れ
た
段
階
で

新
し
い
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

※
正
式
に
区
域
を
確
認
す
る
際
は
、
必

ず
長
野
県
庁
建
設
部
砂
防
課
、
ま
た
は
飯

田
建
設
事
務
所
、
砂
防
事
務
所
及
び
役
場

総
務
課
で
図
面
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に

家
屋
を
所
有
す
る
方
に
対
し
ま
し
て
は
、

飯
田
建
設
事
務
所
よ
り
別
途
郵
送
に
よ
り

案
内
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

飯
田
建
設
事
務
所
整
備
課
計
画
調
査
係

　

電
話　

五
三−

〇
四
五
一

　

総
務
課　

消
防
防
災
係（
内
線
二
七
二
）

土
砂
災
害
防
止
法
と
は

　

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
）
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
に
つ
い
て
の
危
険
の
周
知
、

警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の

新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移

転
促
進
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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税率表

賦課限度額
平等割均等割資産割所得割区　　　　分

改正後改正前

520,000円510,000円　20,200円16,000円16.00%6.80%医療給付費分

170,000円160,000円6,400円8,200円9.72%2.10%後期高齢者支援金分

160,000円140,000円6,000円7,700円9.95%1.64%介護納付金分

　

六
月
五
日
に
阿
智
村
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年

度
の
阿
智
村
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改

定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
保
険
給
付
費
は
約

四
億
三
千
百
万
円
（
前
年
比
二
％
増
）
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
約
三
十
万
八
千
円

（
前
年
比
六
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
平
成
二
十
七

年
度
の
国
保
会
計
に
つ
い
て
現
状
を
ふ
ま

え
て
検
討
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度

は
単
年
度
赤
字
が
二
千
四
百
万
円
に
な
る

見
込
で
す
が
、
前
年
度
の
繰
越
金
が
三
千

四
百
万
円
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
基
金
繰

入
を
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
税

率
を
据
え
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
医
療
費
の
動

向
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
、
国
保
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、
引

き
続
き
医
療
機
関
等
へ
の
適
正
な
受
診
や
、

健
康
づ
く
り
、
健
診
等
の
受
診
、
保
険
税

の
納
期
内
納
付
に
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

改正後改正前区分

33万以下（変更なし）33万以下7割軽減

前年所得－（被保険者数×26万円）
＝33万円以下

前年所得－(被保険者数×24.5万円
＝33万円以下

5割軽減

前年所得－（被保険者数×47万円）
＝33万円以下

前年所得－（被保険者数×45万円）
＝33万円以下

2割軽減

軽減対象者の要件（世帯の前年所得額）

○お問い合わせ　民生課　保健係　内線223

○賦課限度額の引き上げ
制度改正により医療給付費分が51万円から52万円。後期高齢者支援金分が16万円か
ら17万円。介護納付金分が14万円から16万円になります。（税率表参照）

○低所得者に対する軽減措置の拡充
　▼５割軽減世帯
　被保険者に乗ずべき金額が24万５千円から26万円に引き上げられます。
　▼２割軽減世帯
　被保険者に乗ずべき金額が45万円から47万円に引き上げられます（軽減の用件参照）
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平
成
二
十
七
年
八
月
よ
り
第
一
号
被
保

険
者（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
自
己
負
担
割
合
は
、

原
則
一
割
負
担
で
し
た
が
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
二
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

現
在
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

「
負
担
割
合
証
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
八

月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
す
る
際

に
は
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
手

元
に
届
い
て
い
る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

民
生
課　

福
祉
係
（
内
線
二
二
五
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
送
付
し
ま
し
た

負担割合証

≪負担割合が２割になる方≫
○合計所得金額が160万円（単身で年金収入のみの場合、年収280万円）以上の方につい

ては２割負担となります。

○ただし、合計所得金額が160万円以上であっても、「年金収入＋その他の合計所得金額」

が単身で280万円、２人以上世帯で346万円未満の場合は１割負担のままです。

　平成27年7月1日から、障害福祉サービスの対象となる疾病が拡大されます。
　対象となる方は、障害者手帳の有無に関わらず、必要と認められた障害福祉サービス等を受けることがで
きます。
●対象となる方
　対象疾病に該当する方（民生課福祉係にお問い合わせください）
●利用できるサービス
　障害福祉サービス（ホームヘルプ、短期入所など）
　補装具（車いすや歩行器等の購入・修理に必要な費用の支給）
　日常生活用具の給付（特殊寝台、たん吸引器など）等
　※世帯の収入状況に応じて費用負担があります。
　※介護保険によるサービスが優先されることがあります。
●サービスを利用するには
　・対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断書または特定疾病医療受給者証等）をご持参のうえ、
　　民生課福祉係に申請してください。
　・申請後、障害支援区分の認定や支給決定等の手続きを経て、必要と認められたサービスを利用できるこ
　　とになります。

お問い合せ：民生課　福祉係（内線225）、地域包括支援センター（45－1140）、保健師（内線229）
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阿
智
村
消
防
技
術
大
会

　

六
月
二
十
八
日
（
日
）
阿
智
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度　

阿
智
村
消
防
技
術
大
会
が
行
わ
れ
、
一
部　

ポ
ン
プ
車
操
法　

一
チ
ー
ム
、
二
部　

小

型
ポ
ン
プ
操
法
十
チ
ー
ム
が
ポ
ン
プ
操
法

技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
一
部　

ポ
ン
プ
車
操
法

で
二
分
団
、
二
部 
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
、

一
分
団
Ｂ
チ
ー
ム
と
三
分
団
、
ラ
ッ
パ
吹

奏
の
部
で
ラ
ッ
パ
部
が
飯
伊
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

飯
伊
消
防
技
術
大
会

　

七
月
十
二
日
（
日
）、
飯
田
市
桐
林
グ
ラ

ン
ド
及
び
竜
丘
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
飯
伊
消
防
技
術
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第
六

位
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
阿
智
村
Ａ

チ
ー
ム（
一
分
団
）が
第
十
二
位
、Ｂ
チ
ー

ム
（
三
分
団
）
が
第
十
七
位
、
ラ
ッ
パ
吹

奏
の
部
第
三
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

優秀選手賞成績
氏　　名分団名番員

遠　山　真　司5－A 指揮者

安　藤　太　一1－B1

高　橋　祐　介31

窓　坂　勇　太1－B2

原　　　銀　次5－A 2

倉　田　崇　史1－B3

小　松　純　希5－A 3

第2部　小型ポンプ操法
分　団　名順　位

1－B（飯伊大会出場）1
3（飯伊大会出場）2

5－Ａ3
1－Ａ4
65
76
87

5－Ｂ8
49
210

ポンプ操法の部　Ａチーム（１分団）

ポンプ操法の部　Ｂチーム（３分団） ラッパ吹奏の部（ラッパ部）

ポンプ車操法の部（２分団）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
防
災
係（
内
線
二
七
二
）



9広報あち 平成２７年７月号



10広報あち 平成２７年７月号

体重のこと、血圧のこと、血液のこと・・・健診は自分の体を数字で確認できる大切な機会です。
去年の自分と今の自分を比較してみませんか。そこから5年後、10年後の自分が見えてきます。

受　付　時　間　　　場　　所日にち

8：00～10：00伍和公民館８月３日（月）

8：00～10：00智里東公民館８月４日（火）

 １２：30～13：00智里西公民館

8：00～10：00浪合コアホール８月５日（水）

8：00～10：00清内路公民館８月６日（木）

12：30～13：30・8：00～10：00保健センター８月７日（金）

12：30～13：30・8：00～10：０0保健センター８月１０日（月）

8：00～10：00保健センター９月２日（水）

8：00～10：00保健センター９月６日（日）

1．国民健康保険加入の方へ人間ドックの補助があります。
【交付内容】検査料の７割相当額まで、上限は3万円です。 （任意で追加された検査料は除きます）

2．病院での個別健診を1,000円で受診できます。　
【交付内容】病院の窓口にて2,500円お支払いいただき、申請により1,500円補助します。
　　　　　   受診の際には受診券をご持参下さい。

　【① ②申請時持ち物】保険証、領収書、印鑑、健診結果表、通帳など振込先のわかる物

※病院等で定期的に血液検査をされている方は、血液検査結果を役場に提出していただくと、健診を受診
したことになります。ご協力下さい。

～国民健康保険に加入されている皆様～国民健康保険に加入されている皆様へへ～～  人間ドック、個別健診に補助がありま人間ドック、個別健診に補助がありますす

6月の「村の集団健診申込票」において集団健診・前立腺がん検診・C型肝炎検査・
女性デーパック健診を申し込まれた方には、受診票をお送りします。

◆集団健診日程

～大腸がん検診無料クーポン対象者の皆様～大腸がん検診無料クーポン対象者の皆様へへ～～

5月に郵送しました、大腸がん検診無料クーポン券はご確認いただけましたでしょうか。
8月の集団健診の日程に合わせ、大腸がん検診を実施します。この機会にぜひご利用下さい。

　 受診方法 

１．受診希望の方は役場保健師までお申込下さい。
２．検便容器をお送りします。
３．ご都合のつく日に健診会場へ提出して下さい。

　 検診料金 　　無料です。クーポンをお持ち下さい。
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　あち健康プラン21は、阿智村で初めての健康増進計画です。

　乳幼児から高齢者まで5つの年代ごとに分けて、平成25年度・26年度の2か年をかけて策定しまし

た。

　計画策定にあたり、大勢の住民の皆さんにご協力いただき、知恵を出し合って作成し完成した阿智村

らしい計画となっています。

　平成27年度より、計画の推進を行い5年ごとに見直していきます。

【あち健康プラン21ＮＥＷ保健事業】

○家族健康フェスティバル

　子どもからお年寄りまで、家族みんなで参加

できる健康イベント。

　身近な地区公民館を単位とし、異世代が交流

することで、地域の活性化と村民の健康意識の

向上をめざします。

○阿智オリジナル健康体操

　いつでも気軽にできるオリジナル体操を作り、いつまでも

農作業が続けられる体づくりを目指しましょう。

○トリプルＡ「食育部門」「こころの健康部門」新設

　自主的に行う健康づくり活動を幅広く支援し、地域のつながりを

つくるために、トリプルＡを充実します。

　今年度も、部落ごとに健康全員常会を開催します。

　今年度は、各部落でご都合のよい日程で年に１回、常会を行っていきます。

〇日　程：部落の年間計画の中で、30分程度、時間をいただける日程を、部落長さんと保健委員さ

んと調整していただき日程を決めていきます。

〇内　容：今年度からスタートした村の健康づくり計画である「あち健康プラン21」について、各

地区の特徴的な健康課題も含め学習します。

全
戸
に
、
あ
ち
健
康
プ
ラ
ン　

の
２１

冊
子
か
ら
概
要
を
抜
粋
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

◀

お問い合わせ ： 民生課　健康増進係（内線229）
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　阿智村の皆様、こんにちは。地域政策コースではこの四月より、阿智村内約20箇所の事業所で生徒がお世話になっ
ております。地域と触れ合い地域に貢献する学校を目指して教育活動を展開しています。よろしくお願い致します。

【阿智村に学ぶ】　地域政策コースの取り組み

ヘブンスそのはら･昼神温泉エリア
サポート･信濃比叡広拯院･昼神グラ
ンドホテル天心・昼神の棲玄竹･日
長庵桂月･野熊の庄月川･治部坂観光
株式会社･満蒙開拓平和記念館
阿智村産業振興公社･あちの里･ちさ
と東･JAみなみ信州阿智支所･下伊
那農業改良普及センター
夢のつばさ･阿智村社会福祉協議会･
第二幸寿苑・阿智荘･阿智村保育園･
介護ホームそら

名古屋産業大学

農業・観光・福祉の3エリアに分かれ、2年生同コースの貴重な体験学習が続
いています。今後とも現場での叱咤激励をお願い申し上げます。

観　

光

農
業

福
祉

大
学

阿智村産業振興公社での
加工用トマトの定植

ヘブンスそのはらでの
観光資源視察

多機能事業所
夢のつばさでの介助実習

（農業エリア） （観光エリア） （福祉エリア）

定期テスト1週間前、放課後の教室では全校生徒が学習会を開
いています。神坂塾生だけ
でなく、学年やクラブ単
位での、自主的な学習会
です。生徒同士がお互いに
教え合う姿も見られます。
こうした学習環境を積極的
に、整えていきたいと思
います。

【向学心】　定期テスト前・放課後一斉学習会 【硬式野球部に感謝状】　5/11
硬式野球部3年生の松澤恭兵君（旭ヶ丘）吉川雄太君
（旭ヶ丘）が飯田警察署より感謝状を贈られました。
夜、道で困っている老
人を見かけた２人の、心
遣いある行動力が表彰
されました。

（写真左から）飯田警察署長　松澤恭兵君　吉川雄太君　黒柳校長

【華のある学校作り】 5/26  芝桜の植樹

【柔道部・空手同好会が県大会出場】
総合学習の時間に、１学年生徒全員と職員が一緒になっ
て、芝桜の苗1200本を校門周辺に植樹しました。こ

の４年間で、阿智村の皆様か
ら頂いたツツジとサツキの苗
木などと合わせ計1600本以上
の植樹となります。素敵な「種」
を糧に、阿智高校は大地に力
強く根を張ってまいります。

写真左から　柔道
今村悠保（阿智）
高谷洸成（鼎）
島岡颯人（阿智）
松村澪杜（松川）
写真右　空手　鵜飼英里奈（飯田東）　壮行会の様子

【ご協力いただいている事業所など】

大いに学び　堂々と生きよ

バドミントン サッカー

卓球

バスケット

柔道

男バレー

弓道

女バレー

剣道

野球

神坂塾

テニス

空手

神坂塾

書道

吹奏楽

ボランテイア

茶華道 美術

軽音楽
ハンドメイキング



駒場区自治会館完成　竣工祝賀会開催

　宝くじの社会貢献広報事業である「コミュニティ助成事業」を活用し、駒場区自治会では、新築した自治会館

の備品のテーブル３０台、ミーティングチェア３０脚、チェア用台車４台を整備しました。

平成27年度 コミュニティ助成事業で
自治会館備品を整備

　平成２７年６月１４日(日)に、駒場区自治会主催の駒場区自治館の竣工式が行われました。会場には駒場区自治

会、議会・村関係者など90人ほどの方が参加され、厳粛に竣工式が行われました。式典では原二三自治会長が

「建設に関し協力していただいた方に感謝するとともに、この自治会館は区の拠点であり、声を掛け合い、ずく

と知恵を出し合って大いに活用していただきたい」と話され共感を集めました。

　自治会館は、鉄骨造２階建、延べ床面積は395㎡で１階部分は多目的ホール、2階部分は会議室と厨房があり

ます。祝賀会では、安布知獅子舞の子供獅子の元気いっぱいの踊りや井原芙美子さんの美しい歌などが披露さ

れ、新たな拠点の完成をお祝いしました。
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　長年に亘り、行政相談委員として国民行政に対する

苦情の解決に尽力されたとして、佐々木重義さんが総

務省長野行政評価事務所所長から感謝状を受賞されま

した。

　佐々木さんは平成２１年から行政相談委員として活躍

されています。

行政相談委員として
長年の尽力に感謝状

交通死亡事故
1000日達成

　長年に亘り、交通安全に尽力された玉置豊彦さん

が、関東管区警察局長と関東交通安全協会連合会長か

ら、功労者表彰を受賞されました。玉置さんは、昭和

４１年から飯伊交通安全協会阿智支部長、昭和４６年か

ら県交通指導員飯伊地区会長を務め、阿智村はもとよ

り、飯伊地区の交通安全に尽力されました。

関東管区警察局長・関東交通安全協会連合会長

功　労　者　表　彰

　村として交通死亡事故ゼロの継続日数で1000日を

達成し、県交通安全運動推進本部長の表彰を受けまし

た。村としての受賞は初めてで、平成24年８月６日か

ら死亡事故がなく６月24日現在で1052日となりました。

　今後も、関係機関はもとより住民のみなさまの交通

安全をお願いいたします。

林和緒さんから絵画を
寄贈していだきました

　日展会員で阿智出身の林和緒さんが絵画を寄贈くだ

さいました。

　絵画は「俄雨」で談話スペースにあります。

　役場にお越しの際はぜひご鑑賞ください。
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阿智の夏祭り
年　金太郎

16

電源立地対策交付金は、電源用施設のある地
域で行われる公共用施設整備や住民福祉の向上
のために行う事業に対して交付金を交付するこ
とにより、発電用施設の設置に係る地元に理解
促進等を図ることを目的として国から交付され
ます。
阿智村では、電源立地交付金を認可保育所の
保育士給料の一部に活用しています。。

交付金事業名称
　福祉サービス提供事業
　　　　　　（保育所運営費）
　　　平成26年度交付金額
　　　　　　　　　7,200,000円
　　　平成27年度交付金見込額
　　　　　　　　　7,200,000円
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（
は
じ
め
に
）

　

六
月
定
例
議
会
開
会
に
当
た
り
一
言
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
暑
い
毎
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
こ
こ
数
日
、
農
作
物
に

と
っ
て
恵
み
の
雨
が
降
り
、
い
よ
い
よ
阿

智
村
も
入
梅
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
四
月

以
降
の
阿
智
村
で
の
大
き
な
話
題
と
す
れ

ば
、
恒
例
の
「
花
も
も
祭
り
」
は
今
年
は

早
い
時
期
に
咲
き
始
め
、
四
月
後
半
の
連

休
が
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
天
気
も
良

く
、
祭
り
期
間
中
の
入
り
込
み
客
は
昨
年

の
客
数
を
上
回
る
人
出
だ
っ
た
と
推
計
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
阿
智
村
全
体
へ
の
経
済

波
及
効
果
が
あ
り
、
村
の
中
で
標
高
差
を

利
用
し
時
期
を
ず
ら
し
て
、
多
く
の
み
な

さ
ん
が
「
花
も
も
」
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

役
場
職
員
、
観
光
関
係
者
も
花
も
も
や
星

の
名
刺
で
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
本
村
が
、
花

が
き
れ
い
な
美
し
い
村
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
に
直
接
係
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
は
も
と
よ
り
、
こ
の
村
を
桃
源
郷
に

し
た
い
と
苗
を
植
え
育
て
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　

又
、
お
と
と
い
八
日
に
は
長
野
県
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
、
東
京
「
銀
座
な
が
の
」

で
阿
智
村
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
し

た
。
今
年
の
観
光
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
絶
景
に
逢
え
る
村
」の
満
天
の
星
空
の
プ

レ
ゼ
ン
を
行
い
、
阿
智
産
き
ゅ
う
り
ト
マ

ト
な
ど
の
農
産
物
、
そ
し
て
定
住
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
阿
智
出
身
の
皆
様

も
多
く
お
越
し
い
た
だ
き
、
又
マ
ス
コ
ミ

の
皆
さ
ん
も
多
数
で
、
全
国
に
阿
智
の
名

を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
村
の
状
況
）

　

三
月
議
会
で
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

よ
う
に
、平
成
二
十
七
年
度
の
メ
イ
ン
は「
定

住
施
策
」
で
あ
り
ま
す
。
四
月
よ
り
定
住

係
を
協
働
活
動
推
進
課
に
移
動
し
、
各
地

域
と
連
携
し
て
、
定
住
を
み
な
さ
ん
で
盛

り
上
げ
て
頂
く
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。「
阿

智
で
暮
ら
す
」
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
語

れ
る
夢
が
あ
る
こ
と
、支
え
あ
え
る
こ
と
、

村
ご
と
大
き
な
家
族
に
な
れ
る
こ
と
。
い

わ
ゆ
る「
阿
智
家
族
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
戦
略
を
は
か
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
夏
に
は
、
暮
ら
し
た
く
な
る
よ

う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
り
定
住
の
充
実
し
た
補
助
金
の
内

容
も
う
た
っ
て
参
り
ま
す
。

　

現
実
、本
村
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が

続
い
て
お
り
、二
十
六
年
四
月
と
今
年
四
月

と
の
比
較
で
は
、五
十
三
人
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
六

年
の
百
二
十
一
人
の
減
に
比
べ
れ
ば
よ
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て

の
具
体
的
な
統
計
を
も
と
に
、
こ
の
流
れ

を
止
め
る
対
策
が
急
務
で
す
が
、
各
課
あ

げ
て
婚
活
事
業
や
教
育
、
福
祉
、
産
業
な

ど
連
携
を
取
り
、人
口
増
の
目
標
に
向
か
っ

て
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。
空
家

対
策
も
国
で
指
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

有
効
に
住
ん
で
も
ら
え
る
村
の
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
仕
事
の
上
で
横
の
つ
な
が
り

の
強
化
を
含
め
本
年
は
、
地
域
創
生
の
総

合
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
会
議
と
全
村
博
物
館
構

想
検
討
会
議
、
Ｃ
Ｉ
・
５
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
事
務
局
で
立
ち
上
げ
、
将
来
の

村
づ
く
り
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

全
村
博
と
Ｃ
Ｉ
事
業
は
共
通
す
る
点
が
あ

り
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
、
村
の
素
晴
ら

し
さ
の
思
い
を
全
村
民
が
共
有
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
、
同
時
に
目
に
見
え
る
形

で
表
す
手
段
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
着
々
と
進
め
て
お
り
近
い
う
ち
に
発

表
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
又
５
Ｓ
の
計
画

で
は
、
整
理
整
頓
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
の

ル
ー
ル
作
り
、
特
に
現
場
改
善
の
提
案
を

一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
真
剣
に
考
え
、
話

し
合
う
こ
と
で
仕
事
の
効
率
化
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
阿
智
村
の
健
康
増
進
食
育
計
画

「
あ
ち
健
康
プ
ラ
ン　

」
が
こ
の
程
完
成

２１

し
、
只
今
健
康
常
会
に
あ
わ
せ
て
概
要
版

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
阿
智
村
は

病
気
で
は
な
く
老
衰
で
亡
く
な
る
人
の
割

合
が
、
男
性
が
全
国
平
均
の
一
・
八
倍
、
女

性
が
二
・
二
倍
と
高
く
、
保
健
レ
ベ
ル
の

良
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
認
知

症
の
原
因
で
あ
る
脳
卒
中
の
死
亡
率
は
全

国
の
一
・
六
倍
、
さ
ら
に
男
性
の
肝
臓
病

二
・
三
倍
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
人
生
の
年
代
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
取
り
組
む
べ
き
健
康

法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
か
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ら
家
族
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に

よ
り
、気
軽
に
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
、

関
心
が
高
め
ら
れ
ま
す
。先
日
も
智
里
東

の
深
緑
ま
つ
り
と
あ
わ
せ
開
催
し
、大
盛

況
で
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
と
関
連
し
て
、検

診
事
業
の
強
化
、各
団
体
の「
ト
リ
プ
ル
Ａ

サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
開
い
て
頂
き
、健
康
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
に
は
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
が
開
か
れ
、
諮
問
ど
お
り
本
年
度
の

税
率
を
据
え
置
く
よ
う
答
申
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
一
般
被
保
険
者
の
保
険
給
付
費

が
前
年
よ
り
二
千
七
百
万
円
ほ
ど
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
国
保
特
別
会
計
や
基
金
は

ま
だ
安
定
の
見
込
み
で
あ
り
又
、
村
の
健

康
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
向
上
が
見
込
め
る
た
め
据
え
置
く
方
針

を
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
も
増
え
る
中
で
、
将
来
の
地
域
医
療

の
方
向
性
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
か
ら
小
中

学
校
期
に
は
「
健
康
な
発
育
を
願
う
と
と

も
に
、
人
と
し
て
大
切
な
心
が
け
や
生
活

習
慣
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
山
野
や
土
に

根
ざ
し
た
心
身
の
た
く
ま
し
さ
と
、
常
に

勉
学
を
大
事
な
も
の
と
し
て
取
り
組
む
心

を
も
ち
、
将
来
に
希
望
を
抱
く
少
年
少
女

を
育
て
る
こ
と
」
を
教
育
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
か
ら
地
元
の
よ
さ
を
さ
ら
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、中
学
１
年
生
キ
ャ

ン
プ
を
浪
合
も
み
じ
平
で
行
い
ま
し
た
。
又
、

中
学
横
に
あ
り
ま
す
給
食
セ
ン
タ
ー
も
順

調
に
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。
食
育
の
指
導

に
も
力
を
入
れ
て
、
献
立
を
考
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

保
育
園
も
未
満
児
を
今
年
か
ら
智
里
東

保
育
園
で
受
け
入
れ
運
営
し
て
お
り
、
職

員
の
体
制
も
含
め
て
、
素
晴
ら
し
い
保
育

園
作
り
に
園
長
と
職
員
、保
護
者
と
で
し
っ

か
り
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
確
認
し
、
良
い
方
向
性
に
導
い
て
参

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係
で
あ

り
ま
す
が
５
月
に
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
増
員
し
、新
た
に
発
足
し
、村

の
方
向
性
が
間
違
わ
な
い
よ
う
に
協
議
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。同
時
に
社
会
環
境
ア
セ

ス
委
員
会
も
発
足
し
、早
速
連
休
中
に
は
通

行
量
調
査
、観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。リ
ニ
ア
に
対
す
る
感
想
、残

土
の
運
搬
に
よ
っ
て
与
え
る
影
響
の
心
理

的
な
調
査
を
行
い
、近
く
村
民
の
皆
様
に

も
ご
協
力
頂
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
確
保
が
第
一
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
要
望
を
Ｊ
Ｒ
や
国
県
に
伝
え
、

同
時
に
リ
ニ
ア
時
代
を
ど
う
地
域
振
興
に

活
か
し
て
生
き
て
い
く
か
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

観
光
関
連
の
状
況
を
お
話
し
ま
す
。
現

在
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
昼
神
温
泉
エ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
村
と
連
携
し
な
が
ら
観

光
誘
客
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
の
株

主
総
会
に
お
い
て
阿
智
村
全
体
の
観
光
戦

略
を
担
う
組
織
と
し
て
、
昼
神
だ
け
で
な

く
面
と
し
て
と
ら
え
着
地
型
観
光
を
す
べ

き
だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。観
光

の
組
織
は
い
く
つ
か
あ
り
、複
雑
で
は
あ

り
ま
し
た
の
で
、
村
と
し
て
も
今
後
他
の

組
織
へ
の
意
見
を
聞
い
て
進
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。リ
ニ
ア
が
来
る
十

二
年
後
の
為
に
も
、昼
神
温
泉
の
将
来
構
想

を
地
域
の
方
や
関
係
者
で
の
検
討
会
議
も

行
っ
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

又
、
昼
神
温
泉
郷
の
入
り
口
に
あ
り
ま

し
た
元
「
富
士
の
湯
」
の
土
地
建
物
を
、

こ
の
程
村
で
取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
長
年
閉
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
の
で
、

昼
神
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
影
響
を
与
え
て
い

た
わ
け
で
す
の
で
、
将
来
構
想
と
あ
わ
せ

て
跡
利
用
を
検
討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て「
ゆ
っ
た
り
ー
な
昼
神
」で
す
が
、

昨
年
の
消
費
税
ア
ッ
プ
な
ど
経
営
上
の
点

か
ら
連
休
明
け
か
ら
、
村
外
の
方
は
温
泉

入
浴
料
を
百
円
値
上
げ
六
百
円
に
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
村
内
の
七
十
歳
以
上
の
高

齢
者
の
皆
様
も
、
七
月
一
日
か
ら
日
曜
祝

日
、
特
別
連
休
の
み
有
料
と
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
健
康
の
た

め
の
施
設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
プ
ー
ル

の
健
康
教
室
利
用
と
あ
わ
せ
し
っ
か
り
利

用
し
て
頂
く
こ
と
と
、
今
後
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
昼
神
温
泉
へ
の
観

光
入
込
客
数
は
昨
年
に
比
べ
て
二
・
一
％

減
の
六
十
七
万
人
で
し
た
。
消
費
税
八
％

や
観
光
バ
ス
の
規
制
に
よ
り
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
行
っ

て
い
る
旅
行
券
の
販
売
や
、
年
間
三
万
人
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の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
、
エ
コ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
阿
智
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
新

し
い
話
題
も
多
く
、
今
後
さ
ら
に
し
か
け

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
星
の
事
業
は
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
実
行
委
員
会
の
「
日
本
一
星
空
の
き
れ

い
な
村
」と
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

目
標
は
五
万
人
で
す
が
、
本
年
も
新
し
い

企
画
で
誘
客
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
月
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
提
携
を
組
ま

せ
て
頂
き
、
又
望
遠
鏡
の
大
手
メ
ー
カ
ー

ビ
ク
セ
ン
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、
地

域
資
源
を
観
光
に
結
び
付
け
る
プ
ロ
の
企

業
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ら
に
新
し
い
企

画
を
打
ち
出
し
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
日
に
は
、
阿
智
村
産
業
振
興
公

社
の
社
員
総
会
が
八
十
人
余
の
社
員
の
み

な
さ
ん
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役

職
員
が
率
先
し
て
農
産
物
の
有
利
販
売
、

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
等
に
取
り
組
ま
れ

た
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
ま
す
と
、
農
産
物
の
販
売
収
入
は
昨
年

対
比
百
九
％
の
七
千
七
百
万
円
の
好
成
績

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
社
を

通
し
て
販
売
す
る
農
家
の
内
、
販
売
額
百

万
円
以
上
の
農
家
は
十
三
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
稼
ぐ
農
業
を
め
ざ
す
為
、
園
原

理
事
長
は
阿
智
の
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
も

言
及
さ
れ
ま
し
た
。
飯
伊
の
出
荷
七
割
を

占
め
る
み
ょ
う
が
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、

星
の
形
を
す
る
オ
ク
ラ
な
ど
案
も
出
さ
れ
、

生
産
者
と
そ
れ
を
調
理
し
て
加
工
し
販
売

す
る
飲
食
店
な
ど
の
業
者
と
の
連
携
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、

役
員
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
お
力
添
え
を

お
願
い
致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
公
民
館
主
催
で
あ
り
ま

す
が
、
未
来
塾
を
開
催
し
村
づ
く
り
の
勉

強
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
阿
智
村
の

公
民
館
の
伝
統
、
自
分
達
で
学
習
で
き
る

場
と
し
て
さ
ら
に
多
く
の
参
加
者
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

館
も
住
民
が
親
し
め
る
場
に
し
よ
う
と
入

り
口
の
ス
ペ
ー
ス
を
展
示
や
掲
示
、
会
議

な
ど
に
使
っ
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
現
在

意
見
を
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
も
さ
か
ん
で
各
地
域
様
々

な
活
動
を
し
て
頂
い
て
ま
す
。
駒
場
自
治

会
館
が
い
よ
い
よ
六
月
十
四
日
に
竣
工
式

を
迎
え
ま
す
。
歩
い
て
ま
ち
を
活
性
化
で

き
る
拠
点
と
し
て
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

他
に
も
地
域
あ
げ
て
の
美
化
活
動
、
ま
つ

り
な
ど
、
当
村
に
は
数
多
く
の
話
題
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
村
内
の
景
気
動
向
）

　

そ
れ
で
は
、
村
内
の
景
気
動
向
に
つ
い

て
少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

製
造
業
は
業
種
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま

す
が
、
自
動
車
産
業
は
四
月
五
月
と
厳
し

い
状
況
が
続
き
、
雇
用
調
整
を
し
な
が
ら

対
応
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

生
産
機
械
、
医
療
、
食
品
製
造
関
係
は
十

～
三
十
％
増
と
の
売
り
上
げ
が
確
保
で
き

今
後
も
新
技
術
や
新
商
品
の
開
発
を
検
討

し
て
い
く
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
小
売
業
は
、

増
床
し
た
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
売
り
場
面

積
が
広
く
な
っ
た
効
果
で
二
十
～
三
十
％

の
増
の
売
上
げ
、
た
だ
衣
料
関
係
他
の
業

種
は
微
減
で
す
。
二
十
八
日
に
発
売
さ
れ

る
商
工
会
主
催
の
ス
タ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
に
期
待
し
つ
つ
、
客
層
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
た
戦
略
で
、
巻
き
返
し
を

は
か
り
た
い
と
の
事
で
す
。
観
光
業
、
飲

食
業
は
今
年
の
花
も
も
の
開
花
時
期
の
影

響
は
大
変
大
き
く
、
四
月
は
今
ま
で
に
な

い
売
上
を
記
録
し
た
店
も
あ
り
、
十
～
三

十
％
の
増
、
逆
に
五
月
は
十
～
二
十
％
の

減
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
旅
館
関
係
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
も
よ
か
っ
た

事
、
天
気
も
よ
く
、
二
～
五
％
増
、
星
空

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
影
響
も
あ
り
夏
の
予
約

状
況
は
例
年
よ
り
い
い
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
公
共
工
事
の
受
注
も
好
調

で
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
効
果
も

あ
り
、
三
～
五
月
は
大
変
忙
し
く
売
上
増

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
（
平
成
二
十
六
年
度
会
計
状
況
）

　

五
月
末
日
を
持
っ
て
二
十
六
年
度
会
計

が
閉
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
に
お

い
て
は
、
歳
入
総
額
七
十
七
億
五
千
二
百

万
円
、
歳
出
総
額
七
十
三
億
二
千
二
百
万

ＪＴＢとの調印式　４月15日
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円
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
六
千
三
百
万

円
、
残
額
三
億
六
千
七
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

税
等
の
滞
納
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も

多
額
な
滞
納
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
、
住
宅
料
、
保
育
料
等
一
般

会
計
全
体
の
滞
納
額
は
、
現
年
度
分
九
百

三
十
八
万
七
千
円
（
前
年
九
百
三
十
五
万

六
千
円
）
、
過
年
度
分
二
千
二
百
五
十
八

万
四
千
円
（
前
年
二
千
三
百
五
十
八
万
三

千
円
）
、
合
計
三
千
百
九
十
七
万
千
円

（
前
年
三
千
二
百
九
十
三
万
九
千
円
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
収
納
率
で
は
現
年
度
分
九
十

八
・
八
％
と
前
年
度
と
同
率
、
過
年
度
分

で
は
三
十
・
六
％
と
六
・
一
％
下
回
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
税
、
水
道
、
下
水
道
全
体
で
現

年
度
分
千
八
十
四
万
九
千
円
（
前
年
千
四

百
十
八
万
一
千
円
）
、
過
年
度
分
二
千
百

七
十
五
万
二
千
円
（
前
年
二
千
百
一
万
四

千
円
）
、
合
計
三
千
二
百
六
十
万
一
千
円

（
前
年
三
千
五
百
十
九
万
五
千
円
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
滞

納
総
額
は
、
六
千
四
百
五
十
七
万
二
千
円

（
六
千
八
百
十
三
万
四
千
円
）
と
、
前
年

度
よ
り
三
百
五
十
六
万
二
千
円
減
少
し
ま

し
た
。
収
納
率
で
は
、
現
年
度
分
で
九
十

八
・
五
％
と
〇
・
二
％
向
上
、
滞
納
繰
越

分
で
は
三
十
四
・
一
％
と
二
・
二
％
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

多
額
な
滞
納
額
は
、
財
政
運
営
に
支
障

を
き
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
負
担
の
公
平
性
と
い
う
点
か
ら
も
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
を
減
ら
す
た
め
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
大
口
滞
納
者
が

固
定
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
庁
内

を
挙
げ
て
滞
納
整
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
お
わ
り
に
）

　

議
会
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
議
員

に
よ
る
住
民
懇
談
会
を
各
自
治
会
で
開
催

し
て
頂
き
ま
し
た
。
二
十
七
年
度
予
算
に

盛
ら
れ
た
事
業
の
説
明
を
含
め
村
政
全
般

に
つ
い
て
ご
懇
談
を
頂
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
行
政
執
行
に
あ
た
っ

て
ご
指
摘
も
多
く
、
意
見
を
お
聞
き
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
す
と
共
に
、
今

後
常
に
住
民
の
皆
さ
ん
と
課
題
の
共
有
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
ご
尽

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
各
地
域
や
各
種
団
体
で
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
少
し
の
時
間

で
す
が
平
成
二
十
七
年
度
の
村
の
方
向
性

や
、
私
の
想
い
を
述
べ
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
村
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
持
参
し
、

阿
智
村
に
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
自
然

や
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
。
そ

れ
ら
を
私
達
一
人
ひ
と
り
が
知
っ
て
、
地

域
の
子
供
達
や
村
を
離
れ
て
い
る
方
、
全

国
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
、
必
ず
や
人
口

増
、
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
全
員
が

広
告
棟
と
し
て
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
阿
智
村
を
離
れ
た
皆
さ
ん
の
方
が
、

意
外
に
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
は
強
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
何
か
村
の
た
め
に
お
役
に

た
ち
た
い
、
阿
智
村
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
言
っ

て
来
て
く
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
人
口

計
画
は
、
減
少
率
前
年
比
〇
・
八
％
を
本

年
は
〇
・
五
％
近
く
に
留
め
、
徐
々
に
減

少
率
を
少
な
く
し
て
、
数
年
後
に
回
復
し

て
い
く
青
写
真
を
立
て
つ
つ
、
地
方
創
生

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
し
っ
か

り
目
標
設
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
村
民
の
皆
様
に
も
ご
協
力
頂

き
、
村
全
体
で
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

梅
雨
が
明
け
る
七
月
二
十
五
日
に
は
、

恒
例
の
阿
智
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
「
山

あ
い
に
轟
く
大
音
響
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、
火
祭
り
と
あ
わ
せ
て
他
と
は
違
っ
た

花
火
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。
中
の

橋
の
工
事
に
よ
り
打
ち
上
げ
場
所
が
橋
、

下
流
へ
と
若
干
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
一
度
多
く
の
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
阿
智

村
に
住
め
ば
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
実
感
で
き
る
村
、
そ
し
て

特
に
若
い
世
代
に
も
も
っ
と
村
政
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
、
夢
の
持
て
る
村
、
希

望
を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
も
協
力
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
六
月
定
例
議

会
の
私
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。


